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単元を貫く問い 

戦争のない世界を実現するために、国際社会の中で日本が果たすべき役割は何か。 

また、日本に住む私たちにできることは何か。 

テーマ１：現代は「戦後」なのだろうか 

テーマ2：日本の平和主義はどのように確立してきたか 

テーマ3：自衛隊の役割とは 

テーマ4：自衛隊は「戦力」なのか 

テーマ5：日本にアメリカ軍の基地があるのはなぜ 

テーマ6：国際協力は自衛隊の役割なのか 

テーマ7：「核なき世界」は実現できるか 

テーマ8：世界の平和を守るために何ができるか 

 

Q1：太平洋戦争とはどのような戦争だったのだろう。知っていることを書き出そう。 

（戦争の原因、経過、日本が周囲に与えた被害、日本の被害 など） 

 

 

 

 

Q2：日本にとって「太平洋戦争」はどのような意義があったのだろう。 

   動画を見てまとめよう（メモを取りながら見よう）。 

 MEMO 

 

 

 

 

 

 

 

  日本にとっての「太平洋戦争」の意義 

 

 

 

日本国憲法 第 9条【戦争の放棄、戦力の不保持、交戦権の否認】 

第 1項  

日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武

力による威嚇または武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄す

る。 

第 2項 

前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、こ

れを認めない。 

 

Q3：第二次世界大戦以降、日本（自衛隊）が関わった戦争や地域紛争はあるだろうか。 

 

 

 

 

Q4：今回の授業を通して、疑問に思ったこと・知りたいことをまとめて、探究したい「問

い」を立ててみよう。今後のテーマと合わせてもOK 
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テーマ 2：日本の平和主義はどのように確立してきたか 

 

 平和主義の理念・戦争の放棄 

 【日本国憲法 前文】 

（略）政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないようにすることを決意し、（略） 

 日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するの

であって、平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと

決意した。われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと

努めている国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思う。われらは、全世界の国民が等

しく恐怖と欠乏から免かれ、平和の内に生存する権利を有することを確認する。 

             【           】 

           

【第 9条】 

第 1項【          】 

日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、【           】

と、【           】または【           】は、①国際紛争を解決す

る手段としては、【           】する。 

第 2項【          、          】 

②前項の目的を達するため、陸海空軍その他の【       】は、これを保持しない。国

の【       】は、これを認めない。 

 

 自衛隊創設までの流れ 

GHQによる占領統治 

ポツダム宣言の受諾 … ①無条件降伏、②軍国主義の除去、③民主主義の復活 

1946年 日本国憲法 公布   吉田茂首相 

ところが…        「自衛のための戦争も放棄」 

 

統治政策の転換 ⇒ 日本の経済再建・再軍備 

背景 

第二次世界大戦後の世界は冷戦に突入 

GHQは日本を東アジアにおける共産主義に対する「防壁」とする方向に 

1950年【          】･･･ 日本に駐留していたアメリカ軍が朝鮮半島へ派兵す 

るにあたり、日本の治安維持が手薄に 

⇒【          】発足 

 

1952年【       】へ改組 … 同時に【       】創設、海上警備隊も新設 

吉田内閣統一見解 

「戦力」とは近代戦争遂行に役立つ程度の装備 

「戦力」に至らない程度の「実力」を持つことは違憲ではない 

1954年【          】 … 日本はアメリカからの経済援助を受ける代わりに自

衛力増強を義務付けられた 

     【         】の発足、【        】の創設 

鳩山内閣統一見解 

自衛隊は国土保全を任務とし、必要な限度で持つ自衛力は「戦力」ではない 

 

 自衛隊と憲法第9条 

日本国憲法は制定以来、改正を行ったことはない 

防衛政策の転換にどのように対処してきたのだろうか 

日本政府                 【        】 

 自衛隊の創設・増強        憲法第 9条の条文改正ではなく              

                  【         】によって対処 

現在の政府解釈 

・憲法第9条は独立国家に固有の自衛権を否定したものではない 

・自衛権を行使するための手段として「                     」 

を持つことを禁止していない 

自衛隊 … 「自衛のための必要最小限度の実力」であり、憲法で保持が禁止されてい

る「戦力」にはあたらない 

Q１：憲法第9条第1項を下線部①に注目して読んだとき、あなたはどのような印象を受

けましたか？ 

 

 

Q２：下線部②の「前項の目的」とはどの部分を指していると思いますか？ 

実現するために 

 

吉田茂首相 

「国内の治安維持が目的」 
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テーマ 3：自衛隊の役割とは 

 

自衛隊の活動にはどのようなものがあるだろう。表に合わせて書き出そう。 

どんなとき どんな場所で どんな活動 

   

 

 自衛隊の任務 

 【自衛隊法】1954 年制定 2007 年改正 

第３条【自衛隊の任務】 

① 自衛隊は、我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つため、直接侵略及び間接侵略に対

し我が国を防衛することを主たる任務とし、必要に応じ、公共の秩序の維持に当たるもの

とする。 

② 自衛隊は、前項に規定するもののほか、同項の主たる任務の遂行に支障を生じない限度に

おいて、かつ、武力による威嚇または武力の行使に当たらない範囲において、次の掲げる

活動であって、別に法律で定めるところにより自衛隊が実施することとされるものを行う

ことを任務とする。 

一 我が国周辺の地域における我が国の平和及び安全に重要な影響を与える事態に対応し

て行う我が国の平和及び安全の確保に資する活動 

二 国際連合を中心とした国際平和の取組への寄与その他の国際協力の推進を通じて我が

国を含む国際社会の平和及び安全の維持に資する活動 

③ 陸上自衛隊は主として陸において、海上自衛隊は主として海において、航空自衛隊は主と

して空においてそれぞれ行動することを任務とする。 

           

 

自衛隊の主たる任務 ･･･【         】 

            ⇒【        】 

第二次世界大戦後の日本における防衛戦略の基本姿勢 

    従たる任務 ･･･【         】 

           【         】 

 「ゴジラ」の出現に対し、自衛隊は出動できるのか 

軍事力の暴走を防ぐためのしくみ 

【        （               ）】 

・自衛隊の最高指揮監督権は【    】の【            】に属す 

・【    】の防衛大臣が総理の指揮・監督のもと総括 

 

・自衛隊の防衛出動に関しては【      】の承認が必要 

・国防についての重要事項は【             （NSC）】が審議 

 

【自衛隊法】 

第 76条【防衛出動】 

内閣総理大臣は、我が国に対する外部からの武力攻撃が発生した事態又は武力攻撃が発生す

る明白な危険が切迫していると認められるに至った事態に際して、我が国を防衛するため必

要があると認める場合には、自衛隊の全部又は一部の出動を命ずることができる。この場合

においては、武力攻撃事態等における我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全の確保に

関する法律第九条の定めるところにより、国会の承認を得なければならない。 

 

「ゴジラ」の出現に対応するためには、「防衛出動」？「災害派遣」？ 

 

 

 

 

Q：自衛隊の武器使用が認められるのはどのような場合だろう。 

   今回の授業内容を踏まえてまとめよう 
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テーマ４：国際社会で求められる自衛隊の役割とは 

 

おさらい 現在の政府解釈 

・憲法第9条は独立国家に固有の自衛権を否定したものではない 

・自衛権を行使するための手段として「自衛のための必要最小限度の実力」を持つことを 

禁止していない 

・自衛隊⇒「自衛のための必要最小限度の実力」であり、憲法で保持が禁止されている 

「戦力」にはあたらない 

 

自衛権 ･･･ 他国による侵害から自国を防衛するために実力を行使する権利 

      国連憲章ではすべての国家に認められる権利としている 

【      】自衛権 【      】自衛権 

 

 

現憲法下では、両方の権利を持つが【      】自衛権は行使できないという政府解釈 

2014年【     】内閣 ･･･【      】自衛権の行使を一部認める解釈変更 

 

 日本の「防衛力」はどれくらいか 

教科書 p81１の図について、日本の防衛関係費はどのように変化してきただろう。 

※ GNP（国民総生産）･･･ 一国の国民が生産した付加価値の合計。 

一国の経済規模を示す指標として使われる 

 図から読み取れること    

 

 

 

 

 

 日本の安全保障体制 

1951年【            】条約 ･･･ 日本は主権を回復 ⇒ 国際社会への復帰 

同  年【            】条約 ･･･ アメリカ軍の駐留を認め、基地を提供 

 ⇒ 1960年の改定 ･･･ 日米両国間の対等な政治的、経済的、軍事的協力関係を強調 

自衛隊の増強や、日本の領域内で日米いずれかが攻撃を受けた

場合、共同行動を取ることが決められる 

 

 自衛隊の海外派遣 

1991年【         】･･･ イラクのクウェート侵攻に対しアメリカを中心とす 

る多国籍軍がイラクに対し軍事行動を取った 

     日本 自衛隊を海外に派遣することはできない．．．せめて資金援助で協力しよう 

      ところが．．．国際社会からの非難 

    人的貢献がなければ、国際社会では評価されない．．． 

 

  湾岸戦争の終結後、【       】に残された機雷の撤去に自衛隊の掃海艇を派遣 

            ⇒ 自衛隊初の海外派遣 

1992年【                    】 

自衛隊の国連平和維持活動への参加やその条件を定める 

2001年【               】（アメリカ同時多発テロを受けて） 

     アメリカ軍などの艦船への海上給油のために自衛艦をインド洋に派遣 

2006年【               】（イラク戦争を受けて） 

     武力衝突の続くイラクの「非戦闘地域」における自衛隊の活動 

  同  年 自衛隊法改正 海外活動が自衛隊の正式な任務となる 

 

2015年【           】 

「国際社会の平和及び安全を脅かす事態」を除去するため、国連憲章に従い活

動する外国軍に対して、自衛隊が協力支援活動を行うことを可能に 

自衛隊の活動地域は、戦闘地域であっても「現に戦闘が行われている現場」で

なければ認める 

 

Q：国際社会の変化にともない、自衛隊に求められる役割も変わってきた。 

  平和主義を掲げる憲法と矛盾するのではという批判もある。自分の意見をまとめよう。 

1位       （予想：     ） 

２位       （予想：     ） 

３位       （予想：     ） 

４位       （予想：     ） 

５位       （予想：     ） 

自国 他国 

自国 他国 

同盟国 

 

世界の防衛力ランキング(2022) 
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テーマ５：世界の平和を実現するために必要なことは 

 

世界に核兵器（核弾頭）は 

どれくらい（何発）ある？ 

 

核兵器を持っている国はどこ 

（何カ国）？ 

 

核兵器の保有は条約で禁止 

されている？ 

 

 

 核兵器をめぐる世界の動き 

①1963 年【               】PTBT（米・英・ソ） 

きっかけ：1954 年第五福竜丸事件、1962 年キューバ危機 

内  容：大気圏内・宇宙空間・水中での核実験禁止。しかし、【       】は OK 

②1968 年【               】NPT（1992 年仏、中も参加） 

内  容：非核保有国が核兵器を新たに保有することを禁止し、国際原子力機関【     】    

の審査を受ける。 

③1996 年【               】CTBT  

内  容：あらゆる核爆発実験の全面禁止。しかし、爆発寸前のシミュレーションである未

臨界核実験は OK 

条  件：「保有国＋開発能力のある国」（44 か国）の批准が必要。米・中・印など未批准

で条約発効のめどたたず。 

④1997 年【           】（NGO「地雷禁止国際キャンペーン」＋カナダ政府） 

内  容：締約国は地雷破壊義務、日本の自衛隊も 2003 年廃棄完了。しかし、地雷大国の

米・中・印・露不参加。 

⑤2008 年【           】 

内  容：8 年以内に保有爆弾の廃棄と、被害者支援などの義務。しかし、大量爆弾保有の

米・中・露等が不参加。 

 

 

 

 

 米露の取組 

①1960 年末～【               】SALT 

内 容：1972 年 SALTⅠ 総数を現状（建造中のものも含める）上限として 5 年間凍結 

    1979 年 SALTⅡ ソ連のアフガニスタン侵攻により米が非難したため 85 年に 

失効 

②1987 年【                】 

内 容：米ソ軍縮史上初、中距離核（射程 500～5500 ㎞）の全廃条約 

2019 年に米ロ間の対立を背景に失効。 

③1991 年【               】START 

 1991 年 STARTⅠ ICBM など、米ロ各 6000 発ずつまで削減したが 2009 年失効。 

 1993 年 STARTⅡ 核弾頭数を 2007 年末までに 3000～3500 発に削減 

しかし、未発効。 

 2001 年 同時多発テロ発生 現在は「ならず者国家」のイラン・イラク・北朝鮮の核脅威。 

 2002 年【             】STARTⅡの代替案で核弾頭数を 3 分の 1 に削減 

  2010 年 新 START ↑この条約よりもさらに核軍縮をめざす。 

 

 核廃絶が進まないのはなぜ 

 

全世界の平和を目指したい！ 

あなたは軍縮と軍拡どちらを 

選ぶ？ 

 

※2 人ペアで行います 

 一切、相談なしです 

 

                           結果 

 

 

 

考察 なぜこのような結果になったのか、ペアで考えてまとめよう 

 

 

 Ｂ 国 

軍縮 軍拡 

Ａ 

国 

軍縮 （ ２ ・ ２ ） （ －１・ ３ ） 

軍拡 （ ３ ・ －１ ） （ ０  ・ ０ ） 

 

①両国ともに軍縮を選べば最大利得４点 

②どちらかがすれ違うと、軍拡競争に発展するおそれ 

③両国ともに軍拡を選べば０点で平和への発展なし 

④あなたは軍縮・軍拡のどちらを選択するか 
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テーマ６：核なき世界は実現できるか 

 

 「核なき世界」をめざして 

2009 年 【        】･･･ オバマ大統領（アメリカ） 

And as nuclear power-as a nuclear power as, the only nuclear power to have used 

a nuclear weapon, the United States has a moral responsibility to act. We con not 

succeed in this endeavor alone, but we can lead it, we can start it. 

So today, I state clearly and with conviction America’s commitment to seek the 

peace and security of a world without nuclear weapons. I’m not naive. This goal 

will not be reached quickly.-perhaps not in my lifetime. It will take patience and 

persistence. But now we, too, must ignore the voices who tell us that world con not 

change. We have to insist, “Yes, we can.” 

 

「核保有国として、そして核兵器を使用した唯一の核保有国として、米国は行動する道義的責

任がある。単独で取り組んでも成功は難しいが、取り組みを主導できる」（中略） 

「今日ここで、核兵器なき世界の平和と安全保障を米国が追求することを、確信をもって明言

します。私は世間知らずでない。この目標はすぐには達成されず、私が生きているうちには難

しいかもしれない。しかし、世界は変わることはできない、とささやく声は無視せよ。われわ

れは叫ぶのだ。『イエス・ウィー・キャン』と」 

 

 

 核なき世界は実現できるか ～思考実験に挑戦～ 

 ※R＝リセット 

 B 国 

軍縮 軍拡 核攻撃 

A

国 

軍縮 ２点・２点 0 点・３点 R・３点 

軍拡 ３点・0 点 １点・１点 R・1 点 

核攻撃 3 点・R １点・R R・R 

 

 

得点表 

 

 

 

前回と比べて、何が変わった？（条件の変化を踏まえて考えよう） 

 MEMO 

 

 

軍縮を進めるためには何が必要だろう 

 MEMO 

 

 

 

2017 年【          】 

     核兵器を非合法化（核保有、開発、威嚇を禁じる）し、廃絶を目指す 

     国連で 122 カ国が賛成し採択（2021 年発行）⇒ 核保有国や日本は不参加 

 

日本はなぜこの条約に参加しないのか。世界で唯一の被爆国日本はこの条約に参加すべきか。 

条約に、 

（  参加すべき    ・    参加すべきじゃない（参加できない）  ） 

 

 どうしてそう思う？（これまでの授業の内容も振り返ってみよう） 

 

 

 

 核なき世界は実現できるか ⇒ 自分の考え（ できる  ・  難しい ） 

なぜなら．．． 

 

 

 

 

だから 

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 合計 

点 点 点 点 点 点 

①「核攻撃」カードは誰に配られたかわから

ない 

②「核攻撃」を行うと相手の点数はリセット

される 

③今回は、チームメイト・相手国との相談・

交渉 OK 

④ゲームを 5 回繰り返し合計点を競う 

発表準備 

ゲームの結果を Jamboard のスライド

にまとめよう 

グループで問いの答えをまとめよう 


